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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
し
い
年
の
幕
開
け
に
あ
た
り
、
希
望
に
満
ち
た
輝

か
し
い
一
年
に
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
、
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い

で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
は
、
一
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
い
、
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
を
受
け
、
施
設
の
使
用
制
限
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

近
年
稀
に
み
る
激
動
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
本
村
に
お

い
て
も
「
敬
老
会
」
や
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
な
ど
の
行

事
を
２
年
続
け
て
中
止
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
村

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
感
染
対
策

を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
終
息
を

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
順
調
に
進
み
、
３
回
目
の
追

加
接
種
が
昨
年
12
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
た

に
始
ま
る
予
定
の
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
小
児
接
種
と

合
わ
せ
、
引
き
続
き
富
谷
・
黒
川
４
市
町
村
で
広
域
体

制
を
維
持
し
、
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
を
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
の
水
稲
作
況
指
数
は
、
本
村
の
位
置
す
る
宮
城

県
中
部
で「
１
０
１
」の「
平
年
並
み
」と
な
り
ま
し
た
が
、

米
の
年
間
消
費
量
が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
令
和
３
年

産
の
概
算
金
が
対
前
年
比
約
25
％
減
の
60
㎏
当
た
り

9
1
0
0
円
と
な
り
ま
し
た
。
稲
作
農
家
の
生
産
意
欲

低
下
を
防
ぐ
た
め
、
次
期
作
付
支
援
と
し
て
10
ア
ー
ル

当
た
り
5
0
0
0
円
を
地
域
農
業
継
続
支
援
金
と
し
て

交
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
恒
常
的
な
農
産
物
価
格
の

低
迷
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
り
、

生
産
者
と
し
て
の
自
助
努
力
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る

時
代
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
村
と
し
ま
し
て
は
今

後
も
、
農
家
の
皆
様
が
安
定
し
て
農
業
経
営
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
農
業
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
、

引
き
続
き
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令和４年１月号 №673 ２



　
雇
用
機
会
の
増
加
と
村
の
自
主
財
源
の
確
保
に
繋
が

る
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
は
「
㈱
イ
ズ
ミ

テ
ク
ノ
」「
㈱
東
日
本
エ
ー
ス
」
が
操
業
を
開
始
し
、「
豊

田
合
成
東
日
本
㈱
」
の
工
場
建
設
が
進
む
な
ど
企
業
立

地
が
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
宮
城
県
で
は
、
令
和
７
年
４
月
頃
の
分
譲
開
始

に
向
け
、
松
の
平
三
丁
目
に
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
工
業
用
地

の
追
加
造
成
を
発
表
し
て
お
り
、
今
後
も
企
業
誘
致
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
の
人
口
増
加
に
直
結
す
る
定
住
化
促
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
と
き
わ
台
地
区
の
住
宅
団
地
は
、
ほ
ぼ
全

区
画
が
入
居
済
と
な
り
、定
住
化
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
海
老
沢
地
区
や
五
反
田
・
亀
岡
地
区
の
土
地
利

用
に
つ
い
て
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
道
４
号
の
拡
幅
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
用
地
補
償

調
査
と
並
行
し
て
用
地
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
昨
年
は
文
化
財
調
査
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
大
崎
市
側

か
ら
河
原
地
区
ま
で
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も

早
期
完
成
に
向
け
て
、
沿
線
自
治
体
及
び
村
内
立
地
企
業

と
連
携
し
な
が
ら
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
願
い
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
18
歳
ま
で
の

医
療
費
助
成
や
妊
婦
に
対
し
て
万
葉
の
び
の
び
子
育
て

支
援
券
の
交
付
、
出
産
祝
金
と
入
学
祝
金
の
支
給
、
小

中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
公
営
大
衡
塾
の
開
設
を
引

き
続
き
行
い
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
を
活

用
し
、
老
朽
化
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
移
転
建
て

替
え
に
着
手
し
、
令
和
５
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
昨
年
２
月
に
設
立
さ
れ
た
大
衡
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、４
月
１
日
に
業
務
を
開
始
し
、

現
在
53
名
の
会
員
が
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
会
員
登
録
者
を
増
や
し
な
が
ら
、
高
齢
者
に

働
く
機
会
を
提
供
し
、生
き
が
い
づ
く
り
や
生
活
の
安
定
、

地
域
社
会
の
発
展
な
ど
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
日
常
生
活
に
必
要
な
交
通
手
段
の
確
保
を
図

る
た
め
、
昨
年
の
10
月
に
試
験
運
行
を
開
始
し
た
デ
マ

ン
ド
型
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用
登
録
者
も

1
4
0
名
を
超
え
週
４
日
運
行
し
て
お
り
ま
す
。
よ
り

多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
運
行
形
態
の

在
り
方
を
検
討
し
な
が
ら
４
月
か
ら
の
本
格
運
行
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
の
財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

県
内
に
お
い
て
も
良
好
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近

年
で
は
自
動
車
関
連
産
業
の
み
な
ら
ず
、
高
度
電
子
機

械
産
業
な
ど
の
企
業
立
地
が
進
み
、
自
主
財
源
比
率
が

年
々
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
財
政
運
営
を
行

い
、
生
活
環
境
の
整
備
や
福
祉
の
向
上
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
振
興
の
た
め
に
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
村
の
限
り
な
い
発
展
と
地
方
創
生
の
実

現
を
目
指
し
、
村
総
合
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
新

し
い
時
代
に
つ
な
ぐ
豊
か
な
万
葉
の
里
・
お
お
ひ
ら
」

が
実
感
で
き
る
よ
う
、
諸
施
策
を
全
力
投
球
で
推
進
し
、

村
政
に
ま
い
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
尚
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新しい時代につなぐ豊かな万葉の里・おおひら
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大衡村消防団の組織と主要装備
大衡村消防団は、本部とラッパ隊及び１０分団編成で組織されています。
定員は２００名ですが、令和３年１２月１日現在の団員数は１４０名となっています。

　消防団は、火災発生時の消火活動だけではなく、地震
や風水害などの災害時にも救助・救出活動や避難誘導、
土のう積みなどの災害防ぎょ活動など、皆さんの生命
や財産を守るため、さまざまな活動を行っています。
　平時においても、住民への防火広報や巡回パトロー
ルなど地域に密着した活動を行い、地域防災力の向上
や地域コミュニティの活性化に大きな役割を担ってい
ます。

大衡村消防団史の概要

消防団ってなにしてるの？消防団ってなにしてるの？消防団ってなにしてるの？消防団ってなにしてるの？消防団ってなにしてるの？

▲消防団指揮車（本部）

▲小型動力ポンプ付軽積載車（第１・６・７分団）

本部　横橋幸一団長（写真左）と佐藤忠吉副団長

▲救助用資機材・小型動力ポンプ搬送車
（第８分団）

▲消防ポンプ自動車（第５分団）

○明治４２年４月３０日　大衡村消防組が定員６０名・腕用ポンプ
　２台で発足
○大正元年１０月１２日　消防組定員１２０名となる　
○大正１４年５月３１日　奥田に消防組の一部が設置される
○昭和７年　私設の大森消防班が消防組に編入され、定員２００名となる
○昭和１４年４月１日　消防組と自警団を改組統合し、大衡村警防団が設置される
○昭和２２年９月１３日　警防団が改組して、大衡村消防団となる
○昭和３２年３月　消防団第８分団（衡下）が増設される
○昭和３５年６月１４日　消防団に２分団（松原、衡東・蕨崎）が増設される
○平成２４年７月２９日　県消防操法大会　ポンプ車操法第２位入賞

わんよう

▲昭和４０年ごろまで使われた
腕用ポンプとまとい
わんよう
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第２分団　大友正光分団長（写真前列中央）と団員の皆さん
担当地区：大瓜下

第１分団　山路正剛分団長（写真前列中央）と団員の皆さん
担当地区：大瓜上

第４分団　千坂耕司分団長（写真前列右から３人目）と団員の皆さん
担当地区：衡上

第３分団　小川健二分団長（写真左）と団員の皆さん
担当地区：駒場

第５分団　佐々木春樹分団長（写真前列中央）と団員の皆さん　
担当地区：広報活動は衡中・衡中東・衡中北・ときわ台　火災発生時は村内全域

直近の災害等出動状況
〇令和元年１０月１２日　台風１９号による水防
　　　　　　　　　　　　活動
　　　　　　　　　　　　（５７名出動）
〇令和３年　２月１３日　震度５強地震発生
　　　　　　　　　　　　 （６４名出動）
〇令和３年　８月２７日　建物火災
　　　　　　　　　　　 　（２７名出動）

第６分団　三　竜二分団長（写真前列左）と団員の皆さん
担当地区：奥田
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第８分団　髙橋真孝分団長（写真左）と団員の皆さん
担当地区：衡下

第７分団　髙橋賢介分団長（写真左）と団員の皆さん
担当地区：大森

第９分団　菅原弘行分団長（写真中央）と団員の皆さん
担当地区：松原

大衡村消防団消防演習

第１０分団　髙橋清孝分団長（写真前列左）と団員の皆さん
担当地区：蕨崎・衡東

ラッパ隊　千　忠也ラッパ隊長（写真左）と隊員の皆さん
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地域で育む消防団　消防団員募集中！

消防団の主な行事

　いざというときに誰かの助けを待っていたのでは、助かる命も助かりません。
　「地域住民の、地域住民による、地域住民のための組織」それが消防団です。　
　あなた自身やあなたの家族、そして友人などの大切な生命・財産を守るため、男女問わず消防団への入団
をお待ちしています。地域を熟知しているあなただからこそできるのです。
　〇地域の皆さまへ　消防団入団は、究極の地域貢献です。
　〇企業の皆さまへ　社員の消防団入団は、地域にとってありがたい企業の社会貢献です。
消防団員の処遇
　◆報　　　　酬　年額・出動報酬及び、訓練等へ参加した時の費用弁償を個人に
　　　　　　　　　支給します。
　◆災　害　補　償　活動中に負傷等をした場合にはさまざまな補償があります。
　◆被服等の支給　活動に必要な活動服等を支給します。
　◆退　職　報　奨　金　５年以上消防団活動を行った方が退団した時に支給されます。
　◆表　　　　彰　活動にあたって、功労、功績があった場合に表彰されます。
　◆問い合わせ先　総務課　☎３４５－５１１１

１１月　秋の防火査察

６月　消防演習

１０月　機関運用訓練６月　総合防災訓練

１月　消防団出初式

６月　黒川地区連合演習

　阪神・淡路大震災では、生き埋めや閉じ込められ
た際の救助の９割以上が消防団員や家族、近所の方
などの「自助・共助」によるものでした。
　つまり、地元の消防団や自主防災組織がいかに重
要かを数字が表しています。

知っていましたか？「救助に関わるデータ」

２月　春の防火査察

自力
34.9％

自助・共助 97.5％ 公助 2.5％

家族
31.9％

友人隣人
28.1%

通行人
2.6%

救助隊
1.7%

その他
0.8%
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12
月
17
日
（金）
、
村
と
大
衡
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
、

「
大
衡
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営

等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
村
内
で
災
害
等
が
発
生
し
た
際
に
、

応
急
対
応
活
動
と
し
て
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
、
大
衡
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
設

置
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
伴

い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
費
用
負
担
等
に

つ
い
て
明
確
に
定
め
た
も
の
で
す
。

　
今
後
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
や
受
付
、
被
災
情
報
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
の
把
握
な
ど
を
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と

で
、
被
災
者
へ
の
支
援
が
迅
速
に
行
え
る
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

宮
城
県
消
防
協
会
長
表
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　犯罪被害者等が受けた被害の回復及び経済的負担の軽減、生活再建のための支援を、総合的かつ計画的に
推進するとともに、村や村民の皆さん、関係機関が犯罪被害者等を支える社会の形成を促進するため、「大衡
村犯罪被害者等よりそい条例」を制定しました。
　なお、条例や規則など詳しい内容は、ホームページに掲載しています。
支援対象
　・犯罪等により被害を受けた方及びその家族又は遺族で、大衡村に住所のある方
支援内容
　・遺族支援金　３０万円
　・傷害支援金　１０万円
　・遺体検案費用支援金　遺体検案に要した費用（上限１０万円）
犯罪被害者等支援に関する相談について
　犯罪の被害に遭われた方やそのご家族の多くは、日常生活を営む上で精神的・経済的にさまざまな課題に
直面しています。
　村では、犯罪被害者等の相談に応じ、その状況による支援、情報の提供及び助言等を行っていますので、
ご相談ください。

◆相談・問い合わせ先　総務課　☎３４５―５１１１

〇１２月１０日（金）、万葉・おおひら館で大和警察署と大衡村防犯協会合同による「大衡村犯罪被害者等より
　そい条例」の施行に伴う広報キャンペーンが実施されました。

県内では初県内では初
「犯罪被害者等よりそい条例」を制定「犯罪被害者等よりそい条例」を制定

県内では初
「犯罪被害者等よりそい条例」を制定

株式会社東日本エース大衡センターが完成
　大衡工業団地Ｂ地区に総合物流企業エースグループの
「株式会社東日本エース大衡センター」が完成し、１２月
１６日（木）、竣工式が執り行われました。
　式では、同社の林博己代表取締役会長が「荷主の皆様に、
ご満足いただけるよう仕事を進めていきたい。」と決意を
表明し、萩原村長は「暗く経済が停滞する中で、大衡セ
ンターの竣工は、大衡村はもちろんのこと、地域経済全
体にとって大変明るい話題です。」と祝辞を述べました。
　エースグループは北海道を拠点に、道内、東北、関東
に２２カ所の営業所を配置しており、大衡センターはグ
ループ８番目の物流センターとして開設されました。
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　マイナンバーカードを利用して、住民票の写し等の証明書をコンビニエンスストアやスーパーなどに設置
されているキオスク端末で、役場の開庁時間外でも取得できるサービスです。

　利用者証明用電子証明書（４桁の暗証番号）が搭載されたマイナンバーカードをお持ちの１５歳以上の方が、
下記の証明書を取得できます。

戸籍の附票の写し ２００円

戸籍全部（一部）
事 項 証 明 書 ４５０円

課 税・非 課 税・
所 得 証 明 書 ２００円 ・過去５年度分取得できます。

住 民 票 の 写 し ２００円
・本人及び同一世帯の方の分を取得できます。
・住民票コードやマイナンバー記載のものは
　交付できません。

印 鑑 証 明 書 ２００円 ・印鑑登録をしている本人の証明書のみ取得
　できます。

証明書の種類 手数料
（１通）

留意事項 利用できる方

・本人及び同一戸籍の人の証明書が取得でき
　ます。
・除籍・改製原戸籍は取得できません。

・各店舗営業時間内に限ります

・役場村民ホールは開庁日の
　午前８時３０分から午後５時
　１５分まで

午前６時３０分から
　午後１１時００分まで

利用時間

　全国約５万４千店舗以上の
キオスク端末（マルチコピー
機）が設置された以下の各店
舗で利用できます。

・セブン -イレブン
・ローソン
・ファミリーマート
・ミニストップ
・イオンリテール　他

利用できるコンビニエンスストア等

取得できる証明書と交付手数料

令和４年１月４日（火）スタート

マイナンバーカードを利用したマイナンバーカードを利用した
証明書コンビニ交付サービス開始証明書コンビニ交付サービス開始
マイナンバーカードを利用したマイナンバーカードを利用した
証明書コンビニ交付サービス開始証明書コンビニ交付サービス開始
マイナンバーカードを利用した
証明書コンビニ交付サービス開始

役場１階村民ホールにも
キオスク端末を設置しました

◆問い合わせ先　住民生活課　☎３４１－８５１２

村内に住民登録がある方

証明書の属する年の１月
１日に村内に住民登録が
ある方

大衡村に本籍がある方
（村外に住民登録がある
方は利用登録申請が必
要です。キオスク端末又
はインターネットで登
録できます。）
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　長年にわたり日本赤十字社に対し多額の社資を寄
せ、日本赤十字社の活動等の進展に貢献した功績に
対し、日本赤十字社から新みやぎ農業協同組合大衡
支店に感謝状が贈られ、１２月９日（木）、日本赤十字
社大衡村分区長の萩原村長から、同支店の藤原浩記
支店長へ伝達されました。

人口増加率は県内第２位
令和２年国勢調査による人口が確定

日本赤十字社感謝状を伝達

高齢者等インフルエンザ予防接種の接種期間延長について

　令和２年１０月１日を期日として実施された「令和２年国勢調査」の人口等基本集計の結果が総務省統計
局から公表されました。
　村の人口は５,８４９人で、平成２７年度国勢調査の５,７０３人と比べると２.５６％の増となりました。
県内では、名取市の２.６７％に次いで２番目に高い増加率です。
　国勢調査の結果は、議員定数の決定や地方交付税の交付額の配分、都市計画策定などに利用されます。
　調査にご協力をいただきありがとうございました。

◆大衡村の男女別人口

◆問い合わせ先　企画財政課　☎３４１－８５１０

　インフルエンザワクチンの供給が全国的に継続されることから、高齢者等を対象とするインフルエンザ
予防接種の接種期間を１月３１日（月）まで延長します。
　接種を希望する医療機関に電話してから接種してください。
　対象者：令和４年１月３１日までに６５歳以上となる方

◆問い合わせ先　健康福祉課　☎３４５－０２５３

総　　数

男　　性

女　　性

５,８４９人

２,９３８人

２,９１１人

令和２年

５,７０３人

２,８５９人

２,８４４人

平成２７年

２.５６％増

２.７６％増

２.３５％増

増減率

定
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子どもの人権について意見交換

ゲートキーパー養成講座
　１２月１３日（月）、福祉センターで地区健康教
室「ゲートキーパー養成講座」を開催しました。
　ゲートキーパーとは自死の危険を抱えた人に気
づき、声をかけ、悩みを聞き、必要な支援につなげ、
見守る「命の門番」の役割を担う方々のことです。
　「コロナ禍で自死が増えている今、悩んでいる人
に気づき、支援につなげることがとても重要」と
いう講師の話に、参加した皆さんは熱心に聞き入
り、悩みを持つ人への傾聴や適切な支援へのつな
げ方などの具体的な方法も学びました。

　１１月１８日（木）と１９日（金）の２日間、
宮城県庁ロビーを会場に、県内の特産品などを
集めた販売会「食材王国みやぎマルシェ」が開
催されました。
　村からは、おこわやおにぎり、りんご、パプ
リカなどを出品し、多くの来場者へ販売・PR
を行いました。

食材王国みやぎマルシェ

　１２月９日（木）、人権擁護委員の千葉良　さん（大
瓜下）が大衡小学校を訪問し、阿部光伸校長と子ど
もの人権やいじめ問題等に関する意見交換を行いま
した。
　また、児童全員へ携帯用アルコールジェルとリー
フレットを進呈し、更なる人権思想の啓発を呼びか
けました。

▲小学校の阿部校長にリーフレットを手渡す
　人権擁護委員の千葉さん（写真左）

〇厚生労働省『こころの耳』
　ホームページ
（https://kokoro.mhlw.go.jp）

〇厚生労働省『まもろうよこころ』
　ホームページ
(https://www.mhlw.go.jp)
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○

○

×

×

×
◆問い合わせ先　住民生活課  ☎３４１－８５１２

ごみの分別について

　「みやぎ環境税」は、地球温暖化などの環境課題に対応し、宮城
県の自然豊かな環境を次世代へ引き継いでいくため、　平成２３
年度から導入されています。
　みやぎ環境税のうち村に交付された交付金を活用し、道路照明
灯（水銀灯）７０基をＬＥＤランプへ交換しました。
　本事業により年間で42,000kg、杉の木約3,000本が吸収する
二酸化炭素の削減効果が見込まれます。

　村内のごみ集積所で見られる「間違いやすいごみの分別」について、その事例と分別・
収集方法をお知らせします。

みやぎ環境交付金で道路照明を LED化
杉の木3,000本分の二酸化炭素を削減

③古いテレビを処分するので、処分券を貼って粗大ごみとして出した。
　テレビ、エアコン、冷蔵庫、洗濯機の家電４品目は「家電リサイ
クル法」により、粗大ごみとして収集できません。
　買い替えの場合は電気店に依頼してください。
　処分だけしたい場合は、購入した電気店に依頼するか、ご家庭に配
布している「家庭ごみ収集計画表」をご覧になり、村で許可している
業者に回収を依頼する、又は指定の引取所に持ち込んでください。

②ペットボトル収集用のコンテナにシャンプーや洗剤のボトルを入れた。
　ペットボトルは左のマークがついたボトルが対象となります。右のマークの
ついたものはプラスチックでできた容器です。
　・キャップとラベルは必ずはずしてプラスチック製容器包装（緑のネット）
　　へ出してください。
　・中を洗って出してください。汚れの落ちないものはリサイクルできません
　　ので、燃えるごみに出してください。
　・つぶすと家での保管や回収も楽になります。

①雑がみが溜まったので、ビニール袋にまとめて収集日に灰色の収集ネットに入れた。
　ビニール袋から紙ごみを出す作業が必要で、手間が
かかってしまいます。
　雑がみは、持ち手もすべて紙で作られた紙袋や封筒
にまとめて、灰色の収集ネットに入れください。

　年々ごみの量が増えています。ごみはきちんと分別すれば資源として生まれ変わることができます。空
きビン、空き缶、ペットボトル、容器包装等の資源ごみをきちんと分別排出することは、資源循環型社会
形成の第一歩です。ごみの減量・再資源化を常に心掛け、１人１日当たりのごみの排出量が増えることが
ないように、ご理解とご協力をお願いします。

ごみの減量　始めましょう
Reduce（発生抑制）Reuse（再使用）Recycle（再生利用）
リデュース リユース リサイクル
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講　座　名 日　　　時 内　　容　　等 会　場

生涯学習

公民館お 茶 っ こ 会 午前１０時～正午１９日（水） 「お茶っこ」を飲みながら、世間話や昔
話を楽しみましょう。

※新型コロナウイルス感染症の感染状況により人数を制限したり、中止する場合があります。

◆問い合わせ先　公民館　☎３４５－２１９７

子育て支援講座子育て支援講座

ソフトテニス教室ソフトテニス教室

子育て支援講座子育て支援講座

ソフトテニス教室ソフトテニス教室

子育て支援講座

　１２月１２日（日）、村民体育館でトヨタ自動車東日本
株式会社ソフトテニス部員の方々を講師に、ソフトテ
ニス教室を開催しました。
　小学生から一般の方まで合わせて２７名が参加し、
グリップの握り方や足の運び方などの基本的動作や実
戦を意識したボレーの練習など、元気いっぱい汗を流
しながら取り組みました。

　１２月１４日（火）、仙台市在住の三浦紀美子さんより、
母校である大衡小学校の児童にお菓子の詰め合わせ
が贈呈されました。
　三浦さんは東日本大震災以降１０年間にわたり、被
災地支援として県内外の小・中学校や福祉施設等に
お菓子を贈っています。
　いただいたお菓子は、後日、阿部校長先生から児
童に手渡されました。

　１１月２６日（金）、公民館で親業訓練インストラクター
波多野ゆかさんを講師に子育て支援講座を開催し、「もっ
と楽しく親と子のコミュニケーション」と題した講話をい
ただきました。親業訓練とは、親としての役割を効果的
に果たすために、子どもとのコミュニケーション方法を具
体的に学ぶものです。
　講座には、未就学児を持つ親、家庭教育に関心のある
方が参加し、親としての役割とは何か、子どもとコミュニ
ケーションをとることの大切さなどを学びました。
　１歳未満のお子さんを持つ方の参加が多かったので、
家族教育支援チーム「むらっこ」の皆さんに託児のサポ
ートをしてもらいました。

ソフトテニス教室

児童へお菓子を贈呈

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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福祉センター

　児童館の図書スペースやホールを、未就園児の遊び場や保護者の交流の場として開放しています。
◆場　　所　大衡児童館
◆開　放　日　１３日（木）・１８日（火）・２０日（木）・２５日（火）・２７日（木）
◆時　　間　午前１０時～１１時３０分
◆問い合わせ先　児童館　☎３４５－４６２６

１２日（水） ベビーとママのヨガ教室（持参物 : 大判のバスタオル）
おおひら万葉
こども園

１９日（水） 芳賀先生と遊ぼう（歌・手遊び）

２６日（水） だるま作りをしよう

開催日 場　所 活　動　内　容

　子育て支援センター（おおひら万葉こども園内）で、未就園児と保護者が自由に遊んだり、体験
活動に参加したりできます。また、子育て相談も行っています。（電話相談可）
・自由開放　◆開放日時　月～金曜日（祝日、年末年始、お盆期間中を除く）
　　　　　　　　　　　　午前１０時～１１時３０分・午後１時～３時
　　　　　　◆場　　所　おおひら万葉こども園　

・体験活動　◆開催時間　午前１０時～１１時３０分

◆問い合わせ先　おおひら万葉こども園　☎３４４－３０２８/健康福祉課☎３４５－０２５３
　新型コロナウイルス感染症の感染状況により利用人数の制限や中止の場合がありますので、ご了承ください。

今月の子育て応援

行　事　名 対象となる方 持ち物

・妊娠届　・印鑑
・マイナンバーカード
（通知カード及び身分を
　証明できるもの）

該 当 者

月日・受付時間

１月　７日（金）
１月２１日（金）
２月　４日（金）

午後１時～１時１５分

母子健康手帳交付
妊 婦 健 康 相 談

希　　望　　者
（１歳未満のお子さん）

１月１７日（月）
午前１０時～１０時１５分

ベ ビ ー の
ゆったりタイ ム ・バスタオル

令和３年８月～９月生まれ
１月２７日（木）

①午後０時１５分～０時３０分
②午後０時３０分～０時４５分

４ ～ ５ か 月 児
健 康 診 査

・母子健康手帳
・問診票
・バスタオル

１月２６日（水）子育て何でも相談 ・母子健康手帳※おひさまくらぶとは別に個別
　に対応します。
　必ず事前にご連絡ください。

希 望 者

◆場所　福祉センター
◆問い合わせ先　健康福祉課　☎３４５－０２５３子育てカレンダー

母子健康手帳交付・妊婦健康相談該当の方で、指定日に来られない方は、健康福祉課にご相談ください。
健診は対象人数に応じて受付時間を変更しておりますので、時間厳守でお願いします。
※ベビーのゆったりタイムは、新型コロナウイルス感染症の感染状況により、中止する場合があります。



16令和４年１月号 №673

杜の都献血ルームAOBA献血ルームAER２０
所　在　地：仙台市青葉区一番町 4-9-18
　　　　　TIC ビル 6階
受付時間：午前９時３０分～午後５時
　　　　　（成分献血は午後４時３０分まで）
休　業　日：１月１日

所　在　地：仙台市青葉区中央 1-3-1
　　　　　アエル２０階
受付時間：午前９時３０分～午後５時
　　　　　（成分献血は午後４時３０分まで）
休　業　日：１月１日

　がん患者の方が生き生きと社会で活躍できるように、医療用ウィッグ等購入費の一部を助成します。
◆対象者
　村内に住所があり、がんの治療を受けている方で、世帯の村民税（所得割課税年額）が
　３０４,２００円未満の方
◆対象補正具・助成金額
　　・医療用ウィッグ（かつら）　　上限３万円
　　・乳房補正具　　　　　　　　上限２万円
　　　※当該年度（４月１日～３月３１日）に購入したもので、申請は１補正具につき１回
◆申請期限　購入した年度の３月３１日まで
◆申請・問い合わせ先　　健康福祉課　☎３４５－０２５３（郵送での申請も受け付けます。）

医療用ウィッグ等購入費を助成します医療用ウィッグ等購入費を助成します医療用ウィッグ等購入費を助成します

あなたの今日が、だれかの明日に。
ハタチの献血

（令和４年「ハタチの献血」キャンペーン標語）

ハタチの 献血

　年々、若い方の献血者数は減少の傾向にあります。
また、冬は風邪などで体調を崩す方が多いこともあ
り、献血者がさらに減少します。
　そこで、新たに成人式を迎える方々を中心に、１月
１日から２月２８日までの間「ハタチの献血」キャ
ンペーンが全国的に実施されます。
　献血は、県内を巡回している「献血バス」及び仙台
市内の「献血ルーム」でご協力いただけます。
あなたもぜひ、誰かを支える人になってみませんか。
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令和３年分確定申告について令和３年分確定申告について
仙台北税務署からのお知らせ仙台北税務署からのお知らせ

令和３年分確定申告について
仙台北税務署からのお知らせ

◆スマートフォンやタブレット端末から確定申告を！
　確定申告時期は税務署窓口が大変混み合いますので、特にコロナ禍においては、税務署へ出向くことなく、
自宅等からスマートフォンやタブレット端末を利用した確定申告をお勧めします。
　スマートフォンでマイナンバーカードを読み取るか、マイナンバーカード等がなくても、税務署で発行し
たＩＤとパスワードがあれば、スマートフォンやタブレット端末から電子申告（e-Tax）で確定申告書を提
出できます。
　詳しくは国税庁ホームページhttps://www.nta.go.jp/ をご覧ください。

◆申告書作成会場

※２月２０日（日）と２月２７日（日）は開設します。
※駐車台数に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。
〇申告受付会場の混雑緩和のため、入場整理券が必要です。入場整理券は会場での当日配布とＬＩＮＥでの
　事前発行があります。一日の発券枚数に限りがありますので、後日来場をお願いする場合があります。
　※配布方法は国税庁ホームページ等でお知らせします。
〇感染症防止の観点から、できるだけ少人数でお越しいただき、筆記用具・計算用具などはご持参ください。
　また、マスク着用の徹底、手指消毒をお願いします。
　なお、次のような症状がある方は来場をお控えください。
　　・３７．５℃以上の発熱　　・倦怠感（だるさ）　　・咳やのどの痛み

◆マイナンバーの記載等について
　　確定申告書を提出する際には、①マイナンバーの記載、②本人確認（番号確認・身元確認）書類の提示又
　は写しの添付が毎回必要となりますので、お忘れなくご準備ください。
　〈本人確認書類〉
　　例１：マイナンバーカード
　　例２：通知カードと運転免許証、公的医療保険の被保険者証など
　　 ※「通知カード」は、令和２年５月２５日に廃止されておりますが、通知カードに記載された氏名、住
　　　所等などが住民票に記載されている内容と一致している場合に限り、引き続き番号確認書類として利
　　　用できます。

◆医療費控除を受けられる方へ
　　医療費控除を受ける場合は「医療費控除の明細書」を作成して提出願います。領収書の添付又は提示で
　は控除は適用されません。なお、領収書は自宅で５年間保存が必要です。

◆「決算のしかた」の説明動画について
　　税務署では、決算の方法・注意点等を説明する動画「決算のしかた（青色申告編・白色申告編）」を作成し、
　YouTubeの国税庁動画チャンネルに掲載しましたので、ぜひご覧ください。

◆問い合わせ先　仙台北税務署　☎２２１－８１２１
　※所得税、消費税及び贈与税の確定申告に関する一般的なご相談やご質問は、電話相談センター（音声案
　　内で「０」を押してください。）でお受けしています。

決算　国税庁動画

確定申告

会　　場

仙台北税務署
（仙台市青葉区上杉１－１－１） 仙台北税務署管内の方

２月１日（火）～３月１５日（火）
午前９時～午後５時

（土・日曜日、祝日を除く）

対　象　者 開設日時
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　村では、村税・国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料・住宅使用料・上下水道使用料等の
納付に口座振替をお勧めしています。
　指定の口座から自動的に納期内に引き落としされるので、納め忘れが少なく、金融機関や役場、コンビニ
エンスストアなどの窓口に訪れる手間や待たされる時間を減らすことができる便利な納付方法ですので、ま
だ利用されていない方は、ぜひご利用ください。
　ご希望の方は村又は村指定金融機関等に備えつけの「口座振替依頼書」に必要事項の記入と、通帳届出印
を押して、振替を希望する村指定金融機関等の窓口へ申し込みください。
　毎月２０日までに申し込みのあった翌月以降の納期分から口座振替（３月２０日までに口座振替申請する
と新年度の４月末納期分から振替）となります。
　村指定金融機関等は、新みやぎ農業協同組合、七十七銀行、仙台銀行、古川信用組合、ゆうちょ銀行です。

◆問い合わせ先　税務課　☎３４１－８５１３

　国民年金は、老後やいざという時の生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
日本国内にお住まいの２０歳以上６０歳未満のすべての方に、国民年金への加入が法律で義務付けられてい
ます。
　２０歳になって概ね２週間以内に「国民年金加入のお知らせ」が送付されます。届かない場合は、国民年
金の加入手続きが必要なため、お近くの年金事務所又は住民生活課で手続きをしてください。
公的年金はどんな時にもらえるの？
　若いときに公的年金制度に加入して、保険料を納め続けることで、次のような場合に、年金を受け取るこ
とができます。
　①年をとったとき（老齢基礎年金）
　②病気やケガで障害が残ったとき（障害基礎年金）
　③家族の働き手が亡くなったとき（遺族基礎年金）
　ただし、必要な手続きを行わず、保険料を未納のまま放置すると、年金が受け取れなくなる場合があります。
保険料の支払いが困難な時には「学生納付特例制度」
　学生の方については、申請により在学中の保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設けられて
います。本人の所得が一定以下の学生の方が対象となりますので、学生であることを証明する書類（学生証等）
を持参の上、お近くの年金事務所又は住民生活課で申請してください。
　上記の「学生納付特例制度」の他に、所得に応じた免除制度があります。詳しくはお近くの年金事務所に
問い合わせください。

◆問い合わせ先　仙台北年金事務所　☎２２４－０８９１　住民生活課　☎３４１－８５１２

※試験日、試験会場及び出願手続きなどの詳細は問い合わせください。
※自衛官の職務内容の説明を随時実施しています。
◆問い合わせ先　自衛隊宮城地方協力本部大崎地域事務所　☎０２２９－２３－１１７８

募集種目 応募資格 受付期間

１月６日（木）　　　
　～４月８日（金）

受付中　　　　　
～２月１８日（金）

試験期日

予備自衛官補

自衛官候補生

一
般

技
能

１８歳以上３４歳未満
の方

１８歳以上で保有する
技能に応じ５３～５５
歳未満の方

４月１１日（月）～１７日（日）

１月２９日（土）・３０日（日）
２月２６日（土）・２７日（日）
※いずれか１日を指定されます。

採用予定月の１日現在、
１８歳以上３３歳未満
の男女（３２歳の方は問
い合わせください。）

村税等は便利で確実な口座振替をご利用ください！！

２０歳がスタート！知っておきたい年金のはなし

令和３年度自衛官など（特別職国家公務員）募集案内
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第２３回原阿佐緒賞
短歌募集のお知らせ

宮城いきいき学園　４月入学生募集
◆対　　象　県内にお住いの６０歳以上の方
◆場　　所　①仙南校　②大崎校　③石巻校
　　　　　　④気仙沼・本吉校　⑤登米・栗原校
◆募集人数　各校４０人
◆学　習　日　年間２１日（２学年制）
◆学習内容　生きがいと健康づくりを目指し、
地域社会に貢献できる人材として必要な内容
◆募集期限　２月２８日（月）
◆入　学　金　５,０００円
◆受　講　料　年間２０,０００円
　※通学可能であれば、どちらの学園に申し込
　　んでも結構です。
◆申込・問い合わせ先
　宮城県社会福祉協議会いきがい健康課
　☎２２５－８４７７
　ホームページ　http://www.miyagi-sfk.net/

１月１０日は「１１０番の日」
　１１０番は、皆さんが事件や事故の被害に
遭ったり、目撃した時などに警察官を現場へ急
行させる「緊急用通報電話」です。
　しかし、緊急を要しない相談や問い合わせな
どもあり、真に緊急を要する１１０番通報が繋
がりにくくなって対応が遅れる恐れがあります。
　相談や要望、照会などの場合は、最寄りの警
察署、交番、駐在所又は警察相談ダイヤルまで
問い合わせください。

　警察相談ダイヤル　♯９１１０
◆問い合わせ先
　大和警察署　☎３４５－０１０１

高次脳機能障害者家族交流会のお知らせ
　高次脳機能障害者のご家族の皆さま、集まっ
て気持ちを話し合ってみませんか？
　日々の生活の中での工夫や心がけていること
について、情報交換をしましょう。
◆日　　時　１月２４日（月）
　　　　　　午前１０時～１１時３０分
◆場　　所　仙台保健福祉事務所
　　　　　　（塩釜市北浜４丁目８－１５）
◆対　　象　高次脳機能障害者のご家族
◆参　加　費　無料
◆申込期限　１月１７日（月）
◆申込・問い合わせ先
　仙台保健福祉事務所母子・障害第二班　
　☎３６５－３１５３

情 報 コ ー ナ ー

◆内　　容　短歌形式で、テーマは自由
◆応募規定　中学生以上、未発表の短歌１人２
　　　　　　首まで。専用の応募用紙（任意様式
　　　　　　も可）に出詠料を添えて原阿佐緒
　　　　　　記念館へ送付。
◆出　詠　料　１，０００円（中・高生は無料）
◆締　切　日　１月３１日 (月）
◆申込・問い合わせ先
　原阿佐緒記念館「第２３回原阿佐緒賞」係
　（大和町宮床字八坊原１９－２）
　☎３４６－２９２５

陸上自衛隊王城寺原演習場　１月の射撃訓練予定

※大和駐屯地業務隊から連絡のあった内容を一部抜粋して掲載しています。
※演習場内は危険ですので、立ち入らないようお願いします。
※予定は変更になる場合があります。
◆問い合わせ先　陸上自衛隊大和駐屯地　☎３４５－２１９１（内線３４１）
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金
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火
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水
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５
燃
料
』
の
使
用
促
進
の
た
め
、
村
内

の
個
人
農
業
者
や
営
農
生
産
組
合
等
を

対
象
に
、
１
ℓ
あ
た
り
33
円
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
購
入
方
法
や
手
続
き
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

企
画
財
政
課　

　

☎
３
４
１　
―　
８
５
１
０

◆
開
催
日
時　

１
月
26
日
（水）　

　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

◆
会　
　

場　

　

黒
川
消
防
署
別
棟
２
階
会
議
室

◆
講
習
内
容　

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
普
通
救
命
講
習

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
５
に
基
づ
く

　

内
容
で
指
導
（
修
了
証
あ
り
）

◆
募
集
人
数　

　

10
名
以
内
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

　

次
回
以
降
の
受
講
と
な
り
ま
す
。）

◆
申
込
期
限　

　

１
月
19
日
（水）
午
後
５
時

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

黒
川
地
域
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　

☎
３
４
５　
―　
６
８
８
８

B
５
燃
料
を
使
っ
て
み
よ
う

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

納税のお知らせ　納期限（口座振替日）１月３１日（月）

　納期限までに忘れずに納めましょう。口座振替の方は前日までに残高をご確認願います。４月１日以降に送付
する納付書については、コンビニエンスストア及びスマートフォン決済アプリでも納付できます。納期限までに
納付されない場合、督促手数料や延滞金が加算されます。
　なお、病気やその他の事情により、納期限までに納付が困難な方の納付相談を随時受け付けています。

◆問い合わせ先　税務課　☎３４１－８５１３

村県民税
固定資産税
軽自動車税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

４月
　
　
　
１期
１期
　

５月
　
１期
全期
２期

６月
１期
　
　
３期
２期
　

７月
　
２期
　
４期
　
１期

８月
２期
　
　
５期
３期
２期

９月
　
３期
　
６期
　
３期

１０月
３期
　
　
７期
４期
４期

１１月
　
４期
　
８期
　
５期

１２月
４期
　
　
９期
５期
６期

　

１月
　
　
　
１０期
６期
７期

２月
　
　
　
　
　
８期

３月
　
　
　
　
　
９期

納期月税目等
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今月の相談

※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、内容が変更となる場合があります。
　詳しくは問い合わせください。

◆問い合わせ先
　住民生活課

☎３４１－８５１２
＊＊転ばぬ先の消費者知識転ばぬ先の消費者知識＊＊転ばぬ先の消費者知識転ばぬ先の消費者知識＊＊転ばぬ先の消費者知識＊消費生活相談窓口から

☆並行輸入品や個人輸入品を購入するときの注意点！
　国内で流通している海外ブランドの商品には「正規品」と「並行輸入品」があります。「正規品」とはラ
イセンス契約のある国内のメーカー直営店や正規代理店で販売されている商品です。これに対し「並行輸入
品」は、海外で販売されているブランド品を第三者が直営店や正規代理店以外のルートで国内に輸入し販売
している商品です。
　インターネットの通販サイトなどでは、並行輸入品を比較的安く販売し、日本では未販売の商品も扱って
おり、気軽に購入することができます。しかし、商品に欠陥があったとしても、修理や交換などのアフター
サービスが受けられない場合や、正規品とは仕様が違っている場合もあります。購入後に「本物かどうか確
認したい」と思ってもブランドの真贋判定はどこもしてくれませんのでリスクを十分に考えて購入しましょう。
　また、自分では「国内の出品者」から商品を購入したと思っていても実際は海外との取引で商品が届かな
かった、説明書が日本語でなく注意表示が無かった、粗悪品ですぐに壊れた、化粧品で皮膚に異常が起きた、
リコールされているのに返品できなかったなどのトラブルも発生しています。
　海外の製品を並行輸入、個人輸入する際には、リスクを理解した上で信頼できる
業者から購入しましょう。

お気軽にご相談ください

生 活 相 談 平林会館１階料理講習室毎週水曜日（祝日を除く）
午前９時～正午

社会福祉協議会
☎３４５－６６３１

消 費 生 活 相 談 平林会館２階第３研修室毎週水曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時 住民生活課

☎３４１－８５１２
司法書士会出張無料相談 平林会館１階料理講習室１月１２日（水）

午後１時３０分～３時

健康何でも相談（予約制） 福 祉 セ ン タ ー１月２６日（水）
午後１時３０分～３時

健康福祉課
☎３４５－０２５３

認知症予防のための
「みかんカフェ」（予約制） 福 祉 セ ン タ ー１月１７日（月）

午後１時３０分～３時
地域包括支援センター
☎３４５－６０６０

アルコール・薬物専門
相 談（予 約 制）

１月２５日（火）
午後２時～５時

ＨＩＶ・ク ラ ミ ジ ア
梅 毒・肝 炎 検 査
骨髄バンク登録受付
（ 予 約 制 ） 塩釜保健所黒川支所

塩 釜 保 健 所

１月１３日（木）
１月２７日（木）

午前９時３０分～１１時 塩釜保健所黒川支所
☎３５８－１１１１

塩釜保健所
☎３６５－３１５３

結 婚 相 談（予 約 制） 富谷市まちづくり産業
交流プラザ【ＴＯＭＩ＋】

１月１６日（日）
１月１７日（月）
午前９時～午後４時

黒川地区後継者対策推進協議会
（事務局：富谷市農業委員会）
☎３５８－０５２３

ひきこもり・思春期
こ こ ろ の 相 談

１月１２日（水）
午後１時～４時
１月１４日（金）

午後１時３０分～４時３０分

相談内容 日　　時 場　　所 問い合わせ先
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◆開設場所　役場２階総務課
◆問い合わせ先　総務課
　　　　　　☎３４５－５１１１

犯罪被害者等支援総合相談窓口

防災行政無線電話応答サービス

村内の各種発生状況
１１月３０日現在（速報値）

犯罪発生状況（大和警察署調べ）

種類

窃　盗　犯
（うち、侵入窃盗）
粗　暴　犯
知　能　犯
その他刑法犯
合　　計

総　務　課

（代表電話）

企画財政課

会　計　室

住民生活課

税　務　課

☎345-5111

☎341-8510

☎341-8511

☎341-8512

☎341-8513

産業振興課

都市建設課
（建設管理係）
（都市計画係）

（上下水道係）

健康福祉課

議会事務局

☎341-8514

☎341-8515

☎341-8516

☎345-0253

☎345-6030

学校教育課

社会教育課
公　民　館

給食センター

小　学　校

中　学　校

☎341-8517

☎345-2197

☎345-5082

☎345-2424

☎345-2072

１　
（０）
０　
０　
０　
１　

１５　
（１）
０　
０　
２　
１７　

１１月 令和３年
累計

交通事故発生状況（大和警察署調べ）

種類

人身事故
（死傷者）

１　
（１）
１７

１０　
（１２）
１８５

１１月 令和３年
累計

火災発生状況（黒川消防署調べ）

種類

建　物
林　野
車　両
その他
合　計

０　
０　
０　
０　
０　

１
０
１
１
３

１１月 令和３年
累計

　冬は暖房を使う機会が増えることもあり、火災の起こりやすい時
期です。
　火災は皆さんの大切な生命や財産を一瞬にして奪ってしまいます。
　家族や地域で声を掛け合いながら防火意識を高め、火災予防に努
めましょう。
　
○大衡村の火災発生状況
　◆令和元年
　　５件（建物４件、車両１件）
　◆令和２年
　　２件（建物１件、その他１件）
　◆令和３年
　　３件（建物１件、車両１件、その他１件）

　※住宅用火災警報器の設置が義務化されています。
　　警報機を設置していない場合は、早めに設置しましょう。

「火災予防に努めましょう」

役場等電話番号

物件事故

防 災 豆 知 識

村の災害情報や避難情報をお知らせする「大衡村
防災メール」を配信しています。
メールアドレス　bousai-ohira.touroku@sg-ｍ.jp

☎３４５－１１５１
　電話で、無線放送の過去２４時間分の内容
を聞くことができますのでご利用ください。
　電話通話料は利用者負担となります。

スマートフォン、
タブレット端末
で読み取るとア
クセスできます。

HP用 LINE用 Twitter 用

新型コロナウイルスワクチン接種特別対策チーム　☎３４１－０６５０

◆問い合わせ先　総務課　☎３４５－５１１１
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休日・夜間診療の案内 窓口延長日

●公立黒川病院の夜間、休日救急診療　☎３４５－３１０１
※急病患者数が過多になった場合、早期に受け付けを終了することがあります。
　受診の際は、事前に電話で問い合わせください。

時　　間　午後５時１５分～７時
取り扱い業務
[住民生活課]広域交付以外の業務
[税　務　課]業務全般
[都市建設課]
　上下水道料金及び住宅使用料納付、
　水道開閉栓に関する業務

◆　　
◆

●宮城県こども夜間安心コール　
　夜間のお子さんの急な発熱やけがの時、看護師が電話
相談をお受けします。
　☎♯８０００（プッシュ回線の固定電話、携帯電話から）
　☎２１２－９３９０（プッシュ回線以外の固定電話、ＰＨＳから）
　相談時間　午後７時～翌朝８時
●おとな救急電話相談　
　☎♯７１１９（プッシュ回線の固定電話、携帯電話から）
　☎２１２－９３９０（プッシュ回線以外の固定電話、ＰＨＳから）
　相談時間　月～金曜日　午後７時～翌朝８時
　　　　　　土曜日　　　午後２時～翌朝８時
　　　　　　日曜日    　  ２４時間

いとうクリニック

明石台内科

のりこ小児科

佐藤病院（精神科）

渋谷クリニック

明石台整形外科

大衡村診療所

富谷医院

杉山医院

富谷市成田４－１－１１

富谷市明石台５－１－４

富谷市日吉台２－２４－２

富谷市三ノ関坂ノ下１１６－１

富谷市日吉台２－３８－１０

富谷市明石台２－２２－５

大衡村大衡字河原５５－１１

富谷市ひより台１－４５－１

大郷町羽生字中ノ町１１－１

月　　日

１月　１日（土）

１月　２日（日）

１月　３日（月）

１月　９日（日）

１月１０日（月）

１月１６日（日）

１月２３日（日）

１月３０日（日）

２月　６日（日）

電話番号

☎３４８－３０５１

☎７７２－５５５５

☎３５８－１２１２

☎３５８－６８５５

☎３４８－５２１１

☎３５１－２３２２

☎３４５－２３３６

☎３５８－２８７２

☎３５９－４１２３

当　番　医 住　　所

1月

2月 7日
（月）

14日
（月）

21日
（月）

28日
（月） －

戸
籍
の
窓

（
12
月
15
日
ま
で
の
届
出
順
、敬
称
略
）

１１月３０日現在住民基本台帳

（
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、

　
　
　
　
　
届
出
の
際
、
申
し
出
く
だ
さ
い
。）

（前月比）

人口　5,784人（－3）

男　　2,916人（－5）

女　　2,868人（＋2）

世帯数2,111戸（＋3）

休日当番医【診療時間　午前９時～午後５時】

4日
（火）

11日
（火）

17日
（月）

24日
（月）

31日
（月）

り
ん

誕　

生

あ
か
ち
ゃ
ん　
　

父　
　
　

母　
　
（
行
政
区
）

髙
橋　
　

琳　
　

康
幸　
　

佳
織　
（
大
瓜
下
）

お
く
や
み

死
亡
者　
　
　
　

世
帯
主　

続
柄　
（
行
政
区
）

堀
籠
き
く
こ　
　

き
く
こ　

本
人　
（
大
瓜
上
）

残
間　
　

子　
　

富
雄　
　

妻　
　
（
奥
田
）

佐
々
木
正
雄　
　

正
雄　
　

本
人　
（
衡
上
）

大
場
か
づ
江　
　

重
行　
　

母　
　
（
衡
上
）
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発
行
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県
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大
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村
大
衡
字
平
林
62　

☎
0
2
2
・
3
4
5
・
5
1
1
1

新年あけましておめでとうございます新年あけましておめでとうございます

★大衡村ホームページアドレス　https：//www.village.ohira.miyagi.jp/
地球環境保全のため、
植物油インキを使用しました

　縄文やそれより古い時代から今日まで、人々の営み
が見てとれるこの地には、いにしえから現代まで絶え
間なく流れてきた「時の融合」が感じられます。
　船形山系からの自然の恵みを活かし、先人達がつく
りあげてきた一面の耕土と、新しく切り開かれた地に
建つ最先端技術を導入した工場群との対比には「生業
の融合」が形作られています。
　万葉の里に代々住んでいる方々と、新しく暮らし始
めた方々との「人の融合」により、変化しながら醸成
されていく新しい社会は、更なる調和を重ねて明るい
未来に繋がっていくものと思えます。
　どうか「ふるさと大衡」を美しいまま、平穏なまま、
次の世代に繋いでいけるように一人ひとりが、それぞ
れの持ち場で力を尽くしていきましょう。

今年から冬期間もパークゴルフ場が利用できるように
なりました。
新年のオープンは１月５日（水）となります。
なお、積雪等によりクローズとなる場合があります。
◆問い合わせ先
　ＳＡＴＯ開発おおひら万葉パークゴルフ場
　　☎３４５－８００９
　株式会社万葉まちづくりセンター
　　☎３４７－２１８８

大和警察署大衡駐在所
所長　齋藤　明彦
　　　髙橋　智恵

　新年あけましておめでとうございます。令和
４年を迎え、村民の皆様へ一言ご挨拶申し上げ
ます。
　昨年も新型コロナウイルス感染拡大により、
さまざまな活動が制限され、多くの行事も中止
となりました。
　このような時（時代）だからこそ、村民の皆
様と消防が緊密な連携のもと総力を結集し、地
域防災力の充実強化を図りながら、しっかりと
未来を見据え、さまざまな変化を乗り越え新時
代に即した消防として歩んで行きたいと思いま
す。村民の皆様には、今後ともなお一層のご協
力を賜りますようお願い申し上げます。
　新年が災害のない希望に満ちた一年になりま
すよう職員一同心からお祈り申し上げます。黒川消防署大衡出張所

　所長　八鍬　浩志 /職員一同

SATO開発おおひら万葉パークゴルフ場　通年営業のお知らせ

大衡出張所配備の
ミニ消防車！

出張サービス大歓迎です！


	p1-**
	p2-**
	p3-**
	p4-**
	p5-**
	p6-**
	p7-**
	p8-**
	p9-**
	p10-**
	p11-**
	p12-**
	p13-**
	p14-**
	p15-**
	p16-**
	p17-**
	p18-**
	p19-**
	p20-**
	p21-**
	p22-**
	p23-**
	p24-**

